
本抄訳は、マドフ救済基金（MVF）の公式ウェブサイトの 2020 年 5 月 7日現在の内容に基づいて、

ＳＭＢＣ日興証券株式会社が作成したものであり、原文と抄訳に乖離または齟齬がある場合は原

文が優先されます。また、MVF の公式ウェブサイトは今後、内容が更新されることがありますの

で、ご留意ください。 

 

米国司法省没収資産分配プログラム 

マドフ救済基金（MVF） 
被害者を救済すべく 

RCBファンドサービシズ・エルエルシーにより管理されている救済基金 

 

 

今後に向けて、職務を継続します。 

われわれは支援のため、ここにいます。 

 

MVFにより 

救済される詐欺被害者 

最低基準回収率 支払総額 支払留保額 

（支払予定） 

32,634件 73.65% 27億 2,100万ドル 8億 8,330万ドル 

    

支払総額および 

支払留保額 

（支払予定）の合計 

MVF以外による回収金

を今までに受け取って

いない詐欺被害者 

救済対象国 米国における 

救済対象州 

36億 400万ドル 15,194件 122ヶ国 49州 

                                                  

2020年 5月時点 

マドフ救済基金 

2020年春 更新 

 

マドフ救済基金は、マドフ被害者に対する第 5回目の支払いを開始します。 

 

 マドフ救済基金（以下、「MVF」といいます。）の第 5 回目の分配により、26,045 件

の被害者に対して約 3億 7,850万ドルが支払われます。 

 承認された被害者はそれぞれの被害額の 73.65％の最低基準回収率を達成する見込み

です。 

 MVF は 122 ヶ国に住む 32,634 件の被害者に対して、27 億 2,144 万 8,721 ドルを分配し

ています。 
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“我々MVFは現在の深刻な健康危機の中、マドフ被害者に対して資金を分配することがで

きて喜ばしく思います。現金を得ることは常に重要であり、今回の新たな支払いは緊急に

支援を必要とするMVFの承認された被害者に対し、即時で非常に意味ある助けを提供しま

す。MVFのスタッフ（そのうち何人かは上記の写真で示されています）はみな現在の制限

された状況にもかかわらず、被害者に今回の支払いを行うために献身的でした。” 

リチャード C. ブリーデン 

 マドフ救済基金 特別管財人 

新たな支払い 

MVF は第 5 回目の分配を開始したことをお知らせします。第 5 回目の分配により、MVF

は 26,045件の被害者に対して約 3億 7,850万ドルを支払います。現在、各被害者はその損

失額について全ての源泉からの回収を合わせて 73.65%を回収することとなり、2019 年夏

の回収率 66.85％から 6.8％上昇します。 

 

MVF は、米国政府が没収した資金をマドフ詐欺被害者に分配するために 2013 年に設立さ

れました。MVF への被害申請の提出期限から 71 ヵ月で、マドフ関連証券による詐欺事件

に関連して、MVFが推薦し、米国司法省（以下、「司法省」といいます。）によって承認さ

れたのは 42,115 件でした。これらの申請を承認するに際し、MVF は数百万ページの資料

により 50万件以上の被害者それぞれの投資取引を検証し、世界中の 1,200以上の各投資会

社を通してマドフ関連証券に投資された投資家の現金数 10億ドルをたどり、確かめました。 
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MVFの支払記録の要約 

2017年 11月、MVFは最初の分配を行い、21,530件のマドフ詐欺の被害者の回収率を 25%

としました。第 1 回目の分配で支払いを受け取った被害者の半数以上が他の源泉からいか

なる支払いも受け取っていませんでした。第 1 回目の分配に参加した他の被害者の大半は

MVFから第 1回目の分配を受け取る前には 10%未満の回収を受け取っていました。 

 

第 1回目の分配以来、第 5回目の分配により小切手を受け取る被害者の数は 26,045件に増

加し、第 1回目の分配から 21％増加しました。更に、第 5回目の 73.65%の回収率は、第 1

回目の分配 25％の約 3倍です。現在、分配は 32,634件の被害者に対して合計 27億ドル以

上が支払われています、また 29か月前に開始された支払い以来、毎月約 1億ドルが支払わ

れています。支払留保額（支払予定）を含むと、MVFは同時に 36億ドル以上を 37,817件

の被害者に支払いました、また支払いを約束し、コミットしています。 

 

以下の図はMVFによる 5回の分配を示しています。 

 

 

 

回収金の記録は、MVF および司法省がこのプロセスを始めた当初に設立した、MVF から

の全ての支払いが仲介者を通してではなく被害者へ直接支払われるプロセスを明確に示し

ています。それはまた、被害者間の回収率を均一にする我々の基本的な支払いプロセスの

重要性を示します。 

 

司法省および MVF は、1）マドフ詐欺のできるだけ多くの被害者を可能な限りもっとも高

現在、MVFによる 32,634 件の被害者に対する現金支払い合計は 27.２億ドル以上です。 
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い回収率で補償し、2）すべての被害者間における回収のギャップを狭める、とそのゴール

を明確にしています。相当な進展が両方のゴールに見られましたが、我々の仕事は終わっ

ていません。我々の指針は単純です。マドフ関連証券に実質的に投資を行い、詐欺の直接

的な結果として自身の資金に損失を被った人は誰でも補償を受け取る資格がなければなり

ません。 

 

第 5回目の分配に用いられるMVFの資産および支払予定の留保金 

以下の図は第 5回目の分配後のMVFの現金の現在の配分を示しています。 

 

 

支払いを義務付けられていない資金。 第 4 回目の支払いが完了した時点で、MVF は即時

の支払いが義務化されていない 5,110万ドルを除く、その資金の全てを支払いました、また

は支払いを約束し、コミットしました。その後、追加的回収金情報の更新や他の調整によ

り、分配に利用可能な資金額は約 8,600 万ドルに増加しました。この分配可能な現金の約

6,000万ドルが第 5回目の分配に用いられました。 

 

支払いのための留保金。 第 4回目の支払いが完了した時点で、MVFは新たに承認される

申請や再考請求（以下、「RFR」といいます。）に対する潜在的な将来の支払いのために 5

億 2,900万ドルを留保しました。第 4回目の支払い以降、MVFおよび司法省はこれら申請

や RFRの約 500件について承認しました。これにより新たに承認された申請に対するキャ

ッチアップ（回収率を達成するため）の支払い、また全ての被害者に対する支払いの増額

のためにこれら留保金の約 1億 1,000万ドルを支払いました。 

 

支払予定の留保金。 第 4回目の支払いが完了した時点で、MVFは 21件の「保留中の投資

ビークル」を通して投資を行っていた、または他の要因のために保留していた最大 12,007

件の申請者に対して用いられるために、支払う予定の留保金約 10億 9,100万ドルを保有し
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ていました。MVFからの 2019年夏の更新において記載されていたように、1）破産した財

団と訴訟中である、2）長引く清算手続きと関連し、破産した財団とは関係のない訴訟に関

連している、または 3）投資家の間で報告された追加的な回収金において異常な差異のある、

ために複数の投資ビークルは支払いを保留されていました。これらのそれぞれの状況は、

MVF が投資家の過去または今後期待される追加的回収金を正確に計算するのを妨げます。

これは救済プロセスを定める関係法令によって必要とされます。 

 

 

 

MVF は、21 件の保留となっているビークルのうち 7 件を通して投資を行った約 2,400 件

の申請者の追加的回収金を計算するため、第 4 回目の支払いの後に十分な情報を受領しま

した。その結果、司法省は第 5 回目の支払いにおいてこれら申請者へ支払うため、および

全ての被害者に対する支払いの増額のため、支払う予定の留保金約 2 億 800 万ドルを拠出

しました。 

 

これら 7 件のビークルに関する資金の拠出を承認すること以上に、司法省はまた十分な追

加的回収金情報がないために引き続き保留となっている 14件のビークルを通した申請をカ

バーする、支払う予定の留保金の適切な水準を検証しました。 

 

レビューを行った後、司法省はいかなる新たな支払い予定も停止させ、既存の支払う予定

の留保金約 7,000万ドルを減らすと決定しました。MVFは現在 8,246件の申請者のために

支払う予定の留保金を 8億 8,340万ドル保有しています。 

 

今後は、残りの保留中のビークルの全てではないにしてもいくつかが、MVFに追加的な回

収金を決定させるのを妨げている未解決の問題を解決する可能性に備えて、司法省および

MVFは引き続き支払う予定の留保金を保有します。 

 

司法省は他の被害者を傷つけることなしに、それ自身のプロセスの完成を遅らせることは
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できません。完全な申請により承認された被害者に対する回復を公正で期限内に確実に行

うため、司法省はさらに支払う予定の留保金を再配分する決定権を有します。したがって、

追加的回収金の支払いを終わらせることは、保留中のビークルに関連している個人が優先

されるべきです。 

 

追加的回収金情報の更新 

全ての被害者は定期的にMVFに追加的回収金情報の更新を提供しなければなりません。 

必要な情報を提出するために以下のボタンをクリックするだけで簡単にできます。各分配

の前に、適格な全ての被害者は以下のいずれかについて証明しなければなりません。 

1）他の源泉からの回収金は受け取っていないこと、2）以前 MVF に報告して以来、新た

な回収金は受け取っていないこと、または 3）一定額の新たな回収金を受け取ったこと。 

上記のケースのいずれでも、被害者は偽証すれば米国法の下での偽証罪に問われることが

あることを確認した上で、これらの更新情報の正確さを証明しなければなりません。更新

プロセスはとても簡単で、それにより、MVF において各被害者への正しい支払い額を計算

いたします。 

 

もしあなたが 2020 年 1 月 1 日以降、追加的な回収金情報を更新していないならば、我々

があなたからの更新情報を受け取るまでは第 5 回目の小切手を受け取ることはできないで

しょう。もし更新情報を提供するにあたって問題があるならば、我々にすぐに連絡をして

ください。これは我々が各分配の前に行う同じプロセスであり、全ての被害者にとって支

払いを公正にするものです。 

 

偽証すれば米国法の下での偽証罪に問われることがあることを確認した上で提出したあな 

たの当初の申請が、追加的回収金情報を更新しない場合には不完全となってしまうことを 

どうぞ忘れないでください。もし、あなたが追加的回収金を受け取っていないと偽って証 

明した場合には、米国法の下、偽証したとみなされる可能性があります。 

 

どうか、追加的回収金に関する報告を完全に、正確に行ってください！  
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将来を見据えて 

将来の MVF からの分配のタイミングは、引き続き未承認の申請、RFR および保留中のビ

ークルの解決にかかる最終的な結果次第です。MVFは、2020年を通して引き続き RFRお

よび申請について解決するための仕事に取り組みます。また、我々は支払う予定の留保金

が追加的回収金情報や保留中のビークルの解放、および他の司法省の動きを通して減少し

続けると予想しています。 

 

我々は第 5 回目の分配で支払われる資金が、世界的なパンデミックのために不確実性が増

加しているこの時期に全ての受取人の大きな利益となることを願っています。厳しい状況

の下で今回の分配を完了することは、全てのマドフの被害者に良い影響をもたらすために

可能性があるすべてを行う、というMVFの継続的なコミットメントを反映しています。 

 

敬白 

 

リチャード C. ブリーデン 

 マドフ救済基金 特別管財人 

 

MVFからの第 5回目の分配に関する米国司法省のプレスリリースを閲覧される方はこちら

をクリックしてください。 

 

MVFの対象は世界規模 

 

 


